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大限、すなわち死の恐れ peur de mort によって表される人間の有限性から、勇気 fermeté と寛仁
générosité を通して人間の強さ fortitude までが明らかにされると述べている（p.215）。実際、「『エ
チカ』における自己愛の出現」では、『短論文』などの初期著作においては自身に固有の力能を
1 著者のシャンタル・ジャケ Chantal Jaquet は現在パリ第一大学の教授であり現代のフランスにおけるスピノザ研
究を牽引している一人である。デカルト研究者のジャン = マリー・ベイサードの指導のもと、博士論文 Sub 
specie aeternitatis : étude des concepts de temps, durée et éternité chez Spinoza を執筆している。著書は本書の他に
L’unité du corps et de l’esprit chez Spinoza(2004) などがあり、スピノザ研究のほかにも Bacon et la promotion des 
saviors(2010) というベーコンについての研究書も著している。また、ピエール = フランソワ・モローとともに












lʼamour-propre, philautia」と「自己愛 lʼamour de soi, amor sui」についてまったく扱われていないこ
と、および成熟したスピノザの著作である『エチカ』におけるそれら概念の登場である。『エチカ』




















































































































りにおける精神に関係する感情、すなわち能動感情 affects actifs はすべて喜びと欲望からなる。
すなわち基本感情が欲望と喜びと悲しみであるのに対して、基本能動感情は欲望と喜びのみであ
る。悲しみを基礎とした能動感情は存在しない。
では精神の強さ、そして勇気と寛仁はこの二つの原初的能動との関係でいかにして位置付けら
れるのだろうか。勇気と寛仁は明らかに欲望として定義されているが、では精神の強さはどうだ
ろうか。ジャケは、精神の強さは基本感情でも欲望あるいは喜びから成る複合感情でもなく、す
べての能動感情に関わる原理であると位置づける。すなわち精神の強さとは人間の理性的導きに
関係づけられ、理性の導きに従った活動力を示している。従って、精神の強さは欲望あるいは喜
びの感情から生ずるすべての人間の能動を含みこんでいるのである。こうして、たとえば誠実さ
は「理性の導きに従って生活する人間が他のすべての人々と友情によって結びつこうとする欲望」
である限りにおいて、敬虔は「我々が理性の導きに従って生活することから生ずる善行をなそう
とする欲望」である限りにおいて、強さに関係づけられる。自己満足も、理性の善き用法である
限り同様である。これらは精神の強さの異なる呼称であり、それらがそれぞれ友情への理性的な
欲望、善をなそうとする欲望、あるいは自己の活動力の真なる観想という個別的対象にそれぞれ
適用された強さにほかならない。従って精神の強さは、その対象の関係に応じたさまざまな種を
含み込む類であり、それ自体としては用いられずそれらのさまざまな種を通して表現されるため
に、この言葉自体はあまり出てこないとジャケは結論付ける。本章のタイトル、「隠された強さ
la Fortitude cachée」もその意味で理解されなければならない。
次に、勇気と寛仁という言葉があまり用いられないのは、スピノザ自身が、第四部命題 73 の
備考において、それらを同じ部の命題 37「徳に従う各人は自己のために求める善を他者のため
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に欲するであろう」、および命題 46「理性の導きに従って生活する人はできるだけ、自分に対す
る他者の憎しみ、怒り、軽蔑などを逆に愛あるいは寛仁で報いる」という二つの原理に帰着させ
ており、いちいち証明せずともその二つの教訓のみで十分だとしていることから理解される。
また、スピノザの強さや勇気と寛仁に対する言及の少なさは最終的には次の第三の理由に起因
する。すなわち、それらが悲しみに対して引き起こす効果は、事物の本性の必然性についての省
察によってより直接的かつ統一的に手に入れられるということである。スピノザは同じ命題 73
の備考で、命題 50 の備考を参照する。
　「一切が神の本性の必然性から起こり、自然の永遠なる諸法則、諸規則に従って生ずるこ
とを正しく知る人は、たしかに、憎しみ、笑いあるいは軽蔑に値する何ものも見出さないで
あろうし、また何人をも憐れむことがないであろう。むしろ彼は人間の徳が及ぶかぎり、い
わゆる正しく行いて自ら楽しむことに努力するであろう」。
従って、勇気と寛仁とは必然性の楽しき知解に他ならない。そして強さとは、我々の無力さの原
因及び理性の感情に対する力能をはっきりさせることによって隷属から至福へと人間を導く知性
の徳なのであると、ジャケは結論づける。
以上が本稿で取り上げた三つの論文に関する概略である。人間の活動力に注目したこれら三つ
の論文は『エチカ』における人間概念についての輪郭を浮き彫りにし、スピノザの倫理に新たな
視座を与えることに成功している。そういう意味で本書はこれからのスピノザ研究者にとって読
むべき書である。また、本稿で紹介した論文に限らず、本書全体の特徴としてあるタームや概念
に注目してそれを分析するというスタイルをとっている論文が多い。『エチカ』やスピノザの他
の著作のみを根拠にそれらを読み込まれており、その分その読解は緻密かつ堅実でありある種注
釈書のような性格も持ち合わせている本書は、たとえば強さや愛といった概念が『エチカ』にお
いてほかの概念とどのように繋がっているのか、また、他の著作におけるそれら概念の扱いの違
いなど、スピノザ研究者にとっても新たに気づかされることが多く、大変刺激的な論考が多く収
められている。また、古代哲学やスコラ哲学、デカルト主義に触れるなど、思想史的な観点から
スピノザの哲学の分析を行っているため、スピノザ哲学と他の哲学との関係やあるいはその独自
性などについて考える機会を読者に与えてくれる。したがって、本書はスピノザ研究者に限らず、
広くさまざまな読者に読まれるべき本であると言えよう。
 （おだゆうじろう　哲学哲学史・博士後期課程）
